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論文審査 の結果の要旨

本研究は、カナダにおけるオイノレサンド層などのピチュメン油層に PVA水溶液を圧入することにより水中

油滴型エマノレションとしてピチュメンを原位置生産する方法に関するものであり、とくに課題となっている水溶

液中の塩分濃度および生成温度の影響を実験的に調べるとともに、生成されたエマルションのレオロジー特

性を明らかにしている。また、アスフアノレテン成分を多く含み低温でのエマノレション化が困難なナイジエリア産

ピ、チュメンに対して、 PVA水溶液にエタノールと NaOHを添加するエマノレション化促進技術を開発しており、

石油開発工学上寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位に値する業績であると認め

る。


